
　
図
書
館
は
、
私
た
ち
の
『
知
り

た
い
』
や
『
学
び
た
い
』
と
い
っ

た
欲
求
を
満
た
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、伊
万
里
に
は
公
立
の『
市

民
図
書
館
』
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
ど
の
よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の

か
、
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
公
立
図
書
館
は
、
県
や
市
町
村

が
設
置
す
る
公
共
施
設
で
、
主
に

次
の
よ
う
な
事
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
図
書
や
資
料
の
収
集
・
保
存

▽
自
動
車
文
庫
な
ど
の
巡
回

▽
読
書
会
や
鑑
賞
会
、
資
料
展
示

会
な
ど
の
開
催
・
奨
励

　
図
書
館
の
事
務
は
専
門
性
が
高

く
、
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
図
書

館
に
は
専
門
資
格
を
持
つ
『
司
書
』

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
司
書
は
、
図
書
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
。
本
な
ど
の
貸
し
出
し
・

返
却
は
も
ち
ろ
ん
、
購
入
図
書
の

選
定
や
催
し
物
の
企
画
立
案
な
ど

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

そ
の
存
在
意
義
を
試
さ
れ
る
の

は
、レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
（
利

用
案
内
や
文
献
調
査
な
ど
）。
知
識

や
経
験
を
駆
使
し
、
利
用
者
の
要

望
に
全
力
で
応
え
ま
す
。

公
立
図
書
館
と
は

図
書
館
に
は
『
司
書
』
が
い
る

わ
た
し
た
ち
の

市
民
図
書
館

子どもたちに『学び』と『喜び』を
− 市民図書館と学校図書館の『真』の連携を探る −

　近年、携帯電話やインターネット利用の低年齢化によって、子どもの『読書離れ』や、集中力・
読解力の低下が指摘されています。この状況に、市内の小・中学校も危機感を抱き、学校図書館
を学習の中心施設と位置づけ、『朝の読書』や『家

うち

読
どく

』など、学校・家庭・地域で子どもの読書活動
に取り組んでいます。
　今回の特集では、地域の『知の拠点』である市民図書館が、学校図書館とどのように連携している
のかを紹介し、また、子どもたちの未来を開くために市民図書館に何ができるのか考えます。

特　集

● 問合先　市民図書館（☎㉓４６４６）
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市
民
図
書
館
に
は
、
哲
学
や
歴

史
、
文
学
、
科
学
、
産
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
一
般
書
か
ら
、
児

童
書
や
雑
誌
、
郷
土
・
行
政
資
料

に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
図
書

や
資
料
が
保
存
さ
れ
、
蔵
書
数
は

38
万
２
９
１
２
冊
（
平
成
26
年
３
月

末
時
点
）
に
の
ぼ
り
ま
す
。
貸
出
利

用
者
数
は
年
間
で
約
11
万
人
、
貸
出

冊
数
は
約
51
万
冊
で
、
市
民
１
人
あ

た
り
８
・
93
冊
を
貸
し
出
し
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。昨
年
11
月
に
は
、

貸
出
冊
数
が
累
計
１
０
０
０
万
冊
を

達
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
14

人
の
司
書
が
利
用
者
の
相
談
や
要

望
に
応
え
、
年
間
の
受
付
件
数
は

１
万
７
０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
は
、
学
校
に
在
籍

す
る
子
ど
も
や
教
員
を
利
用
対
象

と
す
る
学
校
教
育
施
設
で
、
公
立

図
書
館
と
同
じ
く
、
本
の
貸
し
出

し
や
返
却
、
本
や
資
料
の
収
集
・

保
存
、
読
書
会
や
鑑
賞
会
な
ど
の

開
催
と
い
っ
た
事
務
が
あ
り
ま
す
。

　
司
書
教
諭
は
、
学
校
図
書
館
の

運
営
を
担
当
す
る
教
員
の
こ
と

で
、
本
の
貸
し
出
し
・
返
却
や
館

内
整
理
、
購
入
図
書
の
選
定
な
ど

を
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
図

書
館
の
利
用
や
本
の
活
用
方
法
な

ど
を
指
導
し
ま
す
。
市
で
は
、
12

学
級
以
上
の
す
べ
て
の
学
校
と
、

12
学
級
未
満
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校

に
司
書
教
諭
を
配
置
し
て
い
る
ほ

か
、
す
べ
て
の
学
校
に
図
書
館
事

務
補
助
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
に
は
、
い
く
つ
か

の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

▽
学
習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
　

　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
活
動
発

表
な
ど
の
支
援

▽
読
書
セ
ン
タ
ー
　

　
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
読
書
を

通
じ
て
自
己
を
啓
発
す
る
場

▽
教
材
セ
ン
タ
ー
　

　
教
員
の
授
業
研
究
や
教
材
製
作

な
ど
の
支
援
（
本
の
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
や
取
り
寄
せ
な
ど
）

　
学
校
図
書
館
に
は
、
児
童
書
を

中
心
に
、
読
書
や
学
習
に
役
立
つ

本
や
資
料
が
あ
り
ま
す
。
市
内
の

学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
１
校

あ
た
り
約
７
６
０
０
冊
（
平
成
26

年
３
月
末
時
点
）
で
、
年
間
貸
出

冊
数
は
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
41
・

８
冊
（
小
学
生
69
・
９
冊
、
中
学
生

13
・
８
冊
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
に
は
、
学
校
規
模

に
応
じ
た
蔵
書
数
の
目
安
（
図
書

標
準
）
が
あ
り
ま
す
が
、市
内
の
小
・

中
学
校
の
達
成
率
は
、
小
学
校
が

94
・
７
㌫
、
中
学
校
が
77
・
４
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
財
政
状

況
が
厳
し
く
、
図
書
購
入
費
が
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　
司
書
教
諭
は
本
来
、
全
校
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
、
子
ど

も
が
本
を
探
し
た
り
、
調
べ
た
り

す
る
時
に
、
助
言
や
指
導
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
は
、
授
業
や

学
級
担
任
を
兼
任
し
て
い
る
た

め
、
図
書
館
事
務
補
助
に
図
書
館

運
営
を
任
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
読
書
の
習
慣
は
、
子
ど
も
に
良

い
影
響
を
与
え
ま
す
。『
朝
の
読
書
』

や
『
読
み
語
り
』
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
の
集
中
力
や
想
像
力
が
養
わ
れ

た
事
例
や
、『
国
際
学
習
到
達
度
調

査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）』
に
よ
る
と
、
読

書
習
慣
が
あ
る
子
ど
も
ほ
ど
読
解

力
が
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
読
書
習
慣
と

読
解
力
の
関
係
は
、
国
内
で
も
同

じ
傾
向
に
あ
り
、
秋
田
県
が
、
中

学
生
の
読
書
率
（
73
・
７
㌫
）
と

学
力
テ
ス
ト
正
答
率
（
71
・
８
㌫
）

で
、
い
ず
れ
も
全
国
１
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
年

齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
読
書
時
間

が
短
く
な
る
『
読
書
離
れ
』
が
進

む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
の

子
ど
も
た
ち
も
同
じ
傾
向
に
あ
り
、

平
成
26
年
度
『
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
』
に
よ
る
と
、
学
校
の

授
業
時
間
以
外
で
１
日
10
分
以
上

読
書
す
る
と
答
え
た
小
学
生
が
67
・

１
㌫
な
の
に
対
し
、
中
学
生
は
56
・

１
㌫
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
『
知
』
の
拠
点

学
校
図
書
館
と
は

『
読
書
』『
学
習
』
の
拠
点

『
司
書
教
諭
』
の
役
割

限
り
あ
る
図
書
購
入
費

授
業
や
学
級
担
任
を
兼
任

成
長
と
と
も
に
『
読
書
離
れ
』

　本に親しむことは、言葉を豊かにし、『夢』
をはぐくみます。司書教諭の役割は、子ども
たち一人一人に図書指導を行うことです。
　しかし、学級担任を兼任していて、日中は
学級の子どもたちに付ききりですので、放課
後になって図書館事務に取り掛かります。到
底、一人でこなすことはできません。私が運
営計画の作成や催し物の企画立案、購入図書
の選定などを担当し、日常的な事務（貸し出
し・返却、館内整理など）は、図書館に常駐
する図書館事務補助に任せています。図書館
だよりの作成や、図書委員会の指導などは、
事務補助と共同して当たっています。
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300,000

200,000

100,000

382,912
365,047355,679347,425

509,641515,161507,596516,552524,722（冊）

（年度）

374,147

【グラフ】蔵書数と年間貸出冊数の推移

　
学
校
図
書
館
は
、子
ど
も
た
ち
の『
学
び
』の
中
心
地
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
実
態
は
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
こ

で
は
、
学
校
図
書
館
や
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
課
題
を
探
り
ま
す
。

学
校
図
書
館
と
子
ど
も
た
ち
の
実
態

黒川小学校
図書主任（司書教諭）

吉永 範子 教諭

特 集 子どもたちに『学び』と『喜び』を

5 2015.1



　
自
動
車
図
書
館『
ぶ
っ
く
ん
』は
、

市
民
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
を
中

心
に
、
市
内
の
公
共
施
設
や
医
療
・

介
護
施
設
、
幼
・
保
育
園
、
小
・

中
学
校
な
ど
、
計
71
か
所
を
月
２

回
程
度
巡
回
し
て
い
ま
す
。
小
学

校
は
16
校
中
14
校
、
中
学
校
は
８

校
中
３
校
を
巡
回
し
、
大
人
向
け

の
一
般
書
や
雑
誌
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
親
し
み
や
す
い
絵

本
や
児
童
文
学
な
ど
の
児
童
書
も

積
載
し
て
い
ま
す
。『
ぶ
っ
く
ん
』

の
平
成
26
年
度
の
年
間
貸
出
冊
数

は
14
万
８
１
５
９
冊
に
の
ぼ
り
、

そ
の
う
ち
小
・
中
学
校
の
貸
出
冊

数
は
７
万
９
８
０
０
冊
で
、
全
体

の
53
・
９
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
学
級
貸
出
は
、
一
般
的
な
団
体

貸
出
（
公
立
図
書
館
の
司
書
が
適

切
な
本
を
選
ん
で
貸
し
出
す
方
法
）

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
本
を

選
び
、
自
分
た
ち
で
コ
ン
テ
ナ
に

詰
め
込
ん
で
学
級
ご
と
に
借
り
て

い
く
も
の
で
す
。
学
級
貸
出
用
の

本
は
、
自
動
車
図
書
館
『
ぶ
っ
く

ん
』
で
各
学
校
へ
運
ん
で
い
ま
す
。

【
グ
ラ
フ
】
に
示
す
よ
う
に
、
年
間

の
貸
出
冊
数
は
、『
ぶ
っ
く
ん
』
を

利
用
す
る
小
・
中
学
校
全
体
の
貸

出
冊
数
（
個
人
利
用
を
含
む
）
の

88
・
６
㌫
に
当
た
る
７
万
７
０
８

冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
級

貸
出
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
身
近
に
本
が
あ
る
環
境
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、平
成
19
年
６
月
に
『
家

読
』
を
ス
タ
ー
ト
し
、
家
庭
や
学

校
で
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
の『
家

読
』
を
進
め
る
た
め
に
、
図
書
の

プ
ロ
で
あ
る
司
書
が
、
子
ど
も
た

ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
う

本
を
選
ん
で
、
小
学
生
と
中
学
生

向
け
の
お
す
す
め
本
と
し
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
、
学
校
に
年
11
回
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
と
は
、
話
し
手

が
聞
き
手
に
対
し
て
、
あ
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
一
定
時
間
内
に
数
冊

の
本
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
主

に
、
公
立
図
書
館
の
司
書
や
学
校

の
司
書
教
諭
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
話
し
手
と
な
り
、
聞
き

手
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
本

の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
、
読
ん
で

み
た
い
と
い
う
意
欲
を
起
こ
さ
せ

る
よ
う
に
語
り
ま
す
。
読
み
聞
か

せ
や
朗
読
と
違
っ
て
、
本
を
読
む

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
図

書
館
で
は
、
一
部
の
学
校
を
訪
問

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
市
内

の
小
・
中
学
校
図
書
館
担
当
者
（
事

務
補
助
）
の
研
修
会
の
場
で
、
市
民

図
書
館
の
司
書
が
講
師
と
な
り
、

学
級
貸
出
用
カ
ー
ド
の
作
り
方
と

活
用
方
法
、
利
用
案
内
の
仕
方
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
図
書
館
の
本
は
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
用
や
自
主
学
習
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
教
員
の
授
業

研
究
の
資
料
に
も
活
用
さ
れ
ま

す
。
市
民
図
書
館
で
は
、
学
校
の

購
入
図
書
の
選
定
に
参
考
と
な
る

よ
う
、
推
薦
図
書
を
集
め
た
展
示

会
（
見
本
市
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
九
州
で
も
数
か
所
し
か
開
催

さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
に
本
を
手

に
取
っ
て
閲
覧
で
き
る
た
め
、
学

校
関
係
者
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
、
図
書
館
や
本

に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
、

夏
休
み
な
ど
の
休
業
期
間
を
利
用

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座
で

は
、
図
書
館
員
の
仕
事
や
お
は
な

し
会
を
体
験
す
る
ほ
か
、
壁
新
聞

づ
く
り
や
本
の
帯
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
み
、
修
了
時
に
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
。

自
動
車
図
書
館
『
ぶ
っ
く
ん
』

家
読
『
お
す
す
め
本
』
の
紹
介

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

学
校
司
書
研
修
会

学
級
貸
出

児
童
書
展
示
会

『
子
ど
も
図
書
館
員
』
講
座

↓学級貸出で、自分たちが選んだ本を借りる子どもたち

↑『図書館員』講座で新聞づくりを学ぶ子どもたち

学級貸出
70,708冊
88.6％

個人貸出
9,092冊
11.4％

【グラフ】学級貸出と個人貸出の割合

↓学校関係者が多く来場する児童書展示会

　
市
民
図
書
館
は
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
や
学
習
活
動
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
学
校
や
子
ど
も
た
ち
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
図
書
館
を
支
え
る

市
民
図
書
館
の
協
力
の
カ
タ
チ
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市
民
図
書
館
だ
け
で
、
子
ど
も

た
ち
の
読
書
活
動
を
支
え
る
の
は

困
難
で
す
。
大
切
な
の
は
、
子
ど

も
自
身
が
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
理

解
し
、
校
内
で
読
書
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
で
す
。『
読
書
リ
ー

ダ
ー
』
は
、
周
囲
の
子
ど
も
た
ち

に
学
校
図
書
館
の
利
用
方
法
を
徹

底
さ
せ
た
り
、『
お
す
す
め
本
』
を

紹
介
し
た
り
す
る
な
ど
、
司
書
の

役
割
の
一
部
を
担
う
こ
と
で
、
読

書
環
境
の
向
上
に
計
り
知
れ
な
い

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
読
書
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

に
は
、
子
ど
も
が
講
義
や

実
習
な
ど
を
修
了
す
れ
ば

認
定
す
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
子
ど

も
自
身
で
自
発
的
に
読
書
活
動
を

推
進
す
る
環
境
づ
く
り
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
学
校
図
書
館
を
利

用
し
た
り
、
聞
き
取
り
を
行
っ
た

り
し
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る

『
調
べ
学
習
』
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
む
や
み
に
本
を
探

し
て
も
、
求
め
る
情
報
に
は
た
ど

り
着
き
ま
せ
ん
。
市
民
図
書
館
の

司
書
が
、
調
べ
る
順
序
や
本
の
選

び
方
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
員
向
け
に
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
現
在
実
施
さ
れ
て

い
る
学
校
図
書
館
事
務
担
当
者
の

研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
、
調
べ
学

習
の
授
業
に
向
け
た
準
備
や
指
導

の
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
読
書
は
、
物
語
に
感
動
し
た
り
、

知
識
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
感
じ
た
こ
と
を
他
人
に

伝
え
た
り
、
行
動
に
表
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
人
生
を
よ
り
良
く
す

る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
、『
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
』（
知

的
書
評
合
戦
）
と
い
う
取
り
組
み

が
登
場
し
て
い
ま
す
。
数
人
の
発

表
者
が
本
を
紹
介
し
、
聞
い
た
人

が
投
票
し
て
『
チ
ャ
ン
プ
本
』
を

決
め
る
も
の
で
す
。
人
に
勧
め
る

こ
と
で
、
本
の
良
さ
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
本

の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
新
た
な
手
法
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、
本
を
好
き
に
な
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
調
べ
学
習
』
の
支
援

も
っ
と
本
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
う
た
め
に

読
書
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

↓子どもたちが自ら読んだ本の魅力を紹介

↑本の帯づくりに取り組む子どもたち

　
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
本
に
親
し
み
、
学
校
図
書
館
が
学

校
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
市
民
図
書
館
に
何

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
展
開
を
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
図
書
館
の
そ
ば
に
。

子
ど
も
た
ち
の
『
笑
顔
』
の
た
め
に
。

　
子
ど
も
の
読
書
は
『
心
の

ビ
タ
ミ
ン
』
で
す
。
市
民
図

書
館
は
、
平
成
14
年
と
26
年

に
、
子
ど
も
読
書
実
践
図
書

館
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
け
た
ほ
か
、
伊
万
里

市
は
平
成
22
年
に
『
こ
ど
も

読
書
の
ま
ち
』
宣
言
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
読
書
と
学
習
に
は
、

密
接
な
関
連
が
あ
る
こ
と
が

国
際
的
に
も
提
唱
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協

力
開
発
機
構
）
の
学
力
調
査

（
通
称
『
ピ
サ
・
テ
ス
ト
』）

で
は
、
こ
れ
ま
で
読
書
先
進

国
の
北
欧
諸
国
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
し
た
。
平
成
８
年
、

私
も
デ
ン
マ
ー
ク
の
学
校
図

書
館
を
視
察
し
ま
し
た

が
、
公
立
図
書
館
と
学

校
図
書
館
と
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ば
れ
、
学
校

の
真
ん
中
で
活
発
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
と
読
書
教
育
の
両

方
に
力
を
注
ぐ
韓
国
が

上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
学
ぶ
』力
が
人
生
を
切
り
開
く

市
民
図
書
館
長
　
古
瀬
　
義
孝

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま

で
手
段
で
あ
っ
て
、
読
書
は

全
人
格
を
形
成
す
る
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
今
、
最
も
必
要
な
教
育
は
、

『
学
ぶ
』
力
を
育
て
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
福
岡
県

宇
美
町
の
小
学
校
で
は
、
８

割
を
超
え
る
子
ど
も
が
、『
図

書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
』
に
毎
年
応
募

し
て
い
ま
す
。
自
ら
学
ぶ
喜

び
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
は
、

成
長
し
て
も
学
び
続
け
ま
す
。

私
た
ち
公
立
図
書
館
は
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
開
く
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校
図

書
館
の
活
動
を
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

↑伊万里の『家読』を『街読』に
発展させたいと語る古瀬館長
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